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編 集 後 記
日本医師会雑誌の昭和33年12月1目号論説話題欄に 「専門科目の再検討」と題する一文が載つ
てお り,眼科,耳鼻科,泌尿器科などの分科としての独立性に就て述べ られている.それによると,
近年はこれ らの科目を専攻する者が減つて来た,それで眼科 と耳鼻科を合せて 「顔科」 となし,
泌尿器科なども既に独立性を失つているとも言われるから,現在の分科を整理統合 したほ うがい
いのではないかと,この筆者は言 う.またそのようになつては専門医難を来たして本当の眼科患
者が困ることも案ぜ られると言 う 更にラジオやテレビが宣伝をするから眼科や泌尿器科の薬 の
しろうと濫用が行われるとも言 う.この一丈を読むとこの筆者は分科の統合がよいと言 うのか,
それでは患者が困ると言 うのか,ど ちらを主張 しているのか判らない.い ずれにしても我々泌尿
器科の立場から言 うと,この筆者は泌尿器科の現状を知つていないようである.昔 の泌尿器科は
淋疾が大きな部分を占めているような性格であつたが,現 在は泌尿器,性 器に関するあ らゆる方
面に亘つて専門的に突き進んで研究を行つている.深いぼか りでなく範囲 も著 しく広 くなつてい
る.入局志願者が少いとか病院として採算が伴わぬということが仮 りにあるとしても,それは分








購 読 要 項
1.発行は毎月(年12回)とする.年間購読者を以て会員とする.














6・鷲 料は4頁迄顯 … 円・それ以上の頁・ア 一ー・Ffi,図表,願 膜 費を申受ける.別冊
20部撫 料贈呈・それ以上膜 費を徴収する.この場合には予め希望部数を申込むこと.特別掲載
も考慮する.
7.校 正は編集者が行 うが希望により著者校正 とする.
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